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化学物質リスクコミュニケーション
事例発表会
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須賀川事業所 総務課

杉本真貴
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本日の内容

会社および須賀川事業所の概要

地域との取り組み実施内容
環境フォーラム

環境美化運動
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ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
組織概要

メディカルカンパニー
医科向け医療機器全般

ビジョンケアカンパニー
コンタクトレンズ

及び関連製品全般

コンシューマーカンパニー
バンドエイド、リーチ歯ブラシ、リステリン

ベビーオイル等医薬部外品、化粧品等

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

ヤンセン ファーマ株式会社
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ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカルカンパニーの概要

-創業 ： 1961年
-本社 ： 東京都千代田区西神田
-支店･営業所 ： 札幌、仙台、東京、横浜、

名古屋、大阪、福岡
-工場･物流センター：須賀川(福島県)、新砂(東京都)

大井(東京都)
-国内系列会社数 ： 3 社
-従業員数 ： 約 1,850 名
-代表取締役社長 ： David W. Powell

主要製品： 医科向け医療用品
・手術用縫合糸
・内視鏡下外科手術システム
・医療用テープ、ドレッシング
・止血剤
・脳神経外科製品
・循環器系治療材料
・低温プラズマ滅菌システム、など
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ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
メディカルカンパニー 須賀川事業所の概要

1972  J&JKK 須賀川工場 操業開始
1983  J&JMKK 設立
1991  J&JMKK 須賀川工場操業開始
1992  エチコン研究センター オープン
1997  ASPトレーニングセンター

西宮物流センターオープン
1999 J&JKKと合併
2006 コンシューマーカンパニー移転

ProfEdセンター リニューアル

2000  ISO14001 認証取得
2002  ISO9002/13488 認証取得
2004  ISO13485;2003 認証取得
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ジョンソン･エンド･ジョンソン
須賀川事業所

地域との取り組み

我が信条 (Our Credo)
第一の責任： 全ての顧客に対する責任

第二の責任： 全ての従業員に対する責任

第三の責任： 地域社会に対する責任

第四の責任： 株主に対する責任
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我が信条 (Our Credo) – 第三の責任

• 我々の第三の責任は、我々が生活し､働いている
地域社会､更には全世界の共同社会に対するもの
である。
我々は良き市民として､有益な社会事業及び福祉
に貢献し､適切な租税を負担しなければならない。
我々は社会の発展、健康の増進、教育の改善に
寄与する活動に参画しなければならない。
我々が使用する施設を常に良好な状態に保ち、
環境と資源の保護に努めなければならない。
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ジョンソン･エンド･ジョンソン
須賀川事業所

地域との取り組み

• 環境フォーラム

• 環境美化運動
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環境美化運動 – 開始直後

1998年から開始し、年1回実施
きっかけは｢Our Credo｣と ISO14001取得を目指してい

た時期
開始当初は従業員のみの参加

ジョンソン･エンド･ジョンソン須賀川事業所
環境美化運動参加者

0

50

100

150

200

250

300

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08

年度

参
加

人
数

大桑原地区住民

JJ従業員とその家族 美化運動後、地区の
区長様と懇談会実施
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環境美化運動 – 停滞の打開

• 参加者数減少対策としてイベント実施
– 工作イベント
– バーベキュー
⇒ 参加する子供たちが楽しみになるきっかけとなりました

ジョンソン･エンド･ジョンソン須賀川事業所
環境美化運動参加者

0

50

100

150

200

250

300

'98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08

年度

参
加

人
数

大桑原地区住民

JJ従業員とその家族
子供たちへの工
作イベント開始

バーベ
キュー実施



©JJKK 2008

環境美化運動 – 環境フォーラムと連動

• 環境フォーラム実施に向け、環境美化運動を機会に
地区役員の方と連絡を密にとるようになりました。

ジョンソン･エンド･ジョンソン須賀川事業所
環境美化運動参加者
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環境美化運動 – 定着

• 現在では会社と地区にすっかり定着
した活動となっています。
⇒ 地区の年2回の清掃活動のうちの1回

として実施しています。

ジョンソン･エンド･ジョンソン須賀川事業所
環境美化運動参加者
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環境フォーラム – 歓談期

環境フォーラム実施までの経緯
2000年に地区の区長様と懇談会実施

きっかけはISO14001取得と米国本社からの要求

区費を事業所創業時から支払っていたため、
地区の区長様とは多少のつながりあり。

－ 2001年～2003年は環境美化運動時に歓談実施

区長様から環境美化運動実施に対してのお礼
(地区でも年2回清掃活動を実施している)

弊社へのグラウンド開放の要望
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環境フォーラム – 開催直前

環境フォーラム実施までの経緯
2004年に “化学物質リスクコミュニケーション推進
セミナー” へ出席

2004年9月に地区３役の方と懇談会実施

環境美化運動について

環境フォーラムを翌年に初めて開催するための確
認

日程と時間帯

参加者

報告予定内容

その他 J&Jへの依頼事項について
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環境フォーラム – 第１回目実施

2005年6月に第1回 環境フォーラム実施
参加者： 地区3役、地区役員、育成会会長の計8名

時間帯： 18:00-19:00 (お弁当を食べながら)

報告内容：

事業所概要とフォーラムの目的

省エネ活動

大気・水質・廃棄物への活動

化学物質等の移動量
(インプット→活動

→アウトプット)

地区の方からのご意見
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環境フォーラム – 実施による効果

Face to Faceによりお互いを認識できること

会社であっても地域の住民であることの意志を
表現できること

地区の方から信頼されている会社であることを
確認できること

ざっくばらんな意見交換ができること
従業員や運送トラックの交通マナー

地区の交通の妨げとなる看板の移動依頼
(地区の方→市役所→設置業者)

環境美化運動が充実すること

⇒さらなるお互いの信頼関係の構築
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化学物質リスクコミュニケーション
事例発表会

ジョンソン・エンド･ジョンソン株式会社
須賀川事業所の事例紹介

ご清聴、ありがとうございました。


